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1.　最 近農業経営 におい て主婦 の労働力 を重 視する傾

向 が高 まって きてい るが，こ れは一面 において， 他の職

業 および 他の地域 におけ る主 婦の労働力 との較 差をます

ます増 大してい くので はなかろ うか。今回 は農家 の主 婦

を対象 として，そ の就 労と疲 労の問題 に視 点をお き，調

査 を実施し た。

2. 調査対 象は県 内の純農村地帯（ 半作，疏 菜） と千

葉 市周辺 の疏菜，果樹 地帯 を選び調 査時 期は，農 閑期 ・

収 穫後の11月初 旬・疏菜植付の４月 中旬にわたり，それ

ぞ れ3  β~4  日間 調査 を行なった。 疲労検 査にはフリッ

カー値 測定器 を使用し ，同時 に自覚症状調 査，生 活時 間

調査を行 なった。

3.    11月お よび ４月 の時 期におい ては，農業 ・家事 労

働時間 の合 計は700 分～750分である が自覚症状調査で の

訴 え串 は5 ～10% で低 く，フ リッカー値測定 の結果は変

動串は小 さく，機能低下は あまりみとめられなかった。

農閑期 におけ る農業 労働時 間の減 少の分は社会的，変

化的生活時間 の増加 でうめられ，家 事労働時間 の時期的

変化はあ まり大 きくない。ここ に農村家庭生活 の近代化

の一つ の方向 がみられ る。


